
事業イメージ 

エネルギー使用合理化事業者支援補助金 
（民間団体等分）（LPガス分） 
平成2８年度予算案額 4.3億円（5.4億円） 

事業の内容 

条件（対象者、対象行為、補助率等） 

成果目標 

平成23年度からの事業であり、高効率なLPガス機器の導入によ
り、平成32年度時点で累積49.5万トンのCO2排出削減を目指
します。 

事業目的・概要 
 エネルギー使用量の削減がより一層求められている中で、産業用
等のエネルギー多消費型設備（ボイラー等）に対し、エネルギーロ
スが少なく高効率なLPガス機器等を導入することにより、産業部
門等の省エネルギー化等を推進します。 

 そのため、高効率なLPガス機器等を導入する者に対し、設備更新
等に要する経費（設備改造費、設備更新費、設計費等）の一
部を補助します。 

民間企業等 

補助 補助（1/3） 
設備更新等
実施者 国 

低効率設備の更新や、CO2排出量の多い他の
燃料からの高効率LPガス機器への更新 

燃料供給 
（LPガス） 

燃料供給 
（Ａ重油等） 

【導入例：燃料転換】 

石油タンク 油炊きボイラー 

LPガスバルク ガス炊きボイラー 

高効率で排出ガスもクリーン（低CO2・低ＮＯｘ）である、LP
ガスボイラー・工業炉等の導入支援 

補助金上限額：1.8億円 

資源エネルギー庁 石油流通課 
03-3501-1320 
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